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研究成果の概要： 

出土史料をもとに魏晋南北朝史像の再構築をめざし、新出の長沙呉簡に関する研究を進展さ

せ、米納入の書式や邸閣に関する研究を通して、呉が精緻な地方統治を実施していたことを明

らかにするとともに、既出・新出の石刻史料をもとに、墓誌の起源と定型化の過程をはじめ、

魏晋期の頌徳碑の特徴、晋辟雍碑の歴史的意義、墓誌と公文書との関係、墓誌と文献史料との

関係や墓誌の信頼性などを明らかにし、魏晋南北朝史像再構築のための基礎を確立した。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

２００７年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

２００８年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

年度  

  年度  

総 計 11,400,000 3,420,000 14,820,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：魏晋南北朝史、簡牘、石刻史料 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 中国で、魏晋南北朝史に関する新出土
史料の発見が増大の一途を辿っていた。その
結果、従来から知られていた墓誌・碑文・造
像銘などの石刻史料と併せて研究の見直し
と深化が可能になってきた。紙文書・簡牘に
ついては、1996 年に湖南省長沙市で総計約
14 万点にのぼる呉簡が発見され、更に甘粛省
玉門市花海郷の晋律（2002 年）、湖南省郴州
の後漢～三国時代の簡牘約 400 点と晋簡約
800 点（2004 年）が発見され、魏晋史の見直
しを迫る勢いであった。 

(2) 魏晋南北朝時代の際だった特徴として、
分裂時代、貴族制、民族や人の移動と民族融
合、村の成立、江南開発の進展、中国におけ
る仏教・道教の確立などが挙げられ、従来の
研究では、これらの問題や魏晋南北朝時代の
政治的過程、政治システム、権力構造などに
ついて、それぞれ個別的な研究が重ねられて
きた。しかし、研究の細分化が叫ばれて久し
く、これらの研究を更に進展・深化させ、魏
晋南北朝史像を明確にするためには、個別的
研究の深化とともに、それぞれを総合するよ
うな視点からの共同研究が必要であった。 
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(3) したがって、簡牘や石刻史料などの出
土史料をもとに、共同研究によって、魏晋南
北朝史像を再構築する必要性が高まってい
た。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、先ず、近年続々と増加して
いる新出の出土史料、特に簡牘や石刻史料を
中心に利用しながら、旧出土史料と併せて、
魏晋南北朝史に関する各研究の進展と見直
しをはかることを目的とする。その際、出土
史料を中心とする研究は個別細分化に陥る
傾向を持っているので、行政システムの展開、
官と民や吏と民の接点という視点を基軸に
共同研究によって総合化して展開する。 
(2) 次に、以上の研究を通して社会統合と
の関連や社会統合の実態を明らかにし、基層
社会について理論的・実証的に再検討するこ
とを目的とする。あわせて、魏晋南北朝時代
の諸特徴について、出土史料による共同研究
を通して再確認や見直しをはかりながら、基
層社会像を明確にすることによって、魏晋南
北朝史像を再構築することを最終的目的と
する。 
 
３．研究の方法 
(1) 年に数回、研究打合せを行い、研究方
法、研究状況、研究内容について共同討議を
行った。 
(2) 出土史料のデータ・ベース化を推進し
た。 
(3) 中国で、出土史料に関する実地見学・
調査を実施した。 
① 2007年3月に洛陽で出土史料や遺跡の実

地見学・調査を実施した。 
② 2007 年 10 月の中国魏晋南北朝史学会年

会終了後、長沙または南京、上海の博物
館で、出土史料の見学・調査を実施した。 

(4) 共同討議やデータ・ベースを踏まえて、
研究代表者及び分担者等が、各分担部分を中
心に、文献史料や出土文物・文字資料、考古
学的成果をもとに研究を進めた。 
(5) 2007年10月の中国魏晋南北朝史学会年
会に参加し、研究成果を報告するとともに、
海外共同研究者と研究打合せを行った。 
(6) 2008 年 9 月に海外共同研究者等を招聘
し、国際学術シンポジウムを開催し、研究成
果を報告し、討議するとともに、研究打ち合
わせを行った。 
(7) 研究打合せを行い、研究内容について
共同討議し、研究を総括した。 
 
４．研究成果 
(1) 出土史料のデータ・ベース化を推進し、
以下の成果を得た。 
① 簡牘史料について、長沙呉簡研究会の協

力を得て、長沙呉簡の竹簡（弐）・（参）

釈文のデータ・ベース「『長沙走馬楼三
国呉簡 竹簡（貳）』釋文・原注データ・
ベース」、「『長沙走馬楼三国呉簡 竹簡
（參）』釋文・原注データ・ベース」（エ
クセル版及び桐版）を編集した。 

② 石刻史料について、研究協力者の室山留
美子の協力を得て、データ・ベース化を
推進し、その一環として伊藤敏雄(主編)
中村圭爾・室山留美子(編）『魏晋南北朝
墓誌人名地名索引 ─『漢魏南北朝墓誌
彙編』『新出魏晋南北朝墓誌疏証』篇─』
（科研研究資料）を編集した。 

(2) 簡牘史料について、伊藤敏雄・福原啓
郎・關尾史郎が新出の長沙呉簡を中心に研究
を推進し、伊藤敏雄「長沙走馬楼呉簡中の『邸
閣』再検討 ―米納入簡の書式と併せて―」
が、米納入に関する書式を明らかにするとと
もに、「邸閣」が文献中の邸閣（軍事倉庫）
と異なり、職名として使用され、米などの納
入・移動を監督する職名として機能していた
ことを明らかにし、従来、後進地域として扱
われてきた呉が、精緻な地方統治を実施して
いたことを明らかにした。 
(3) 中国西北地方出土の紙文書史料につい
て、伊藤敏雄・關尾史郎が研究を行ったが、
本研究課題に関する成果として、伊藤敏雄
「楼蘭出土の魏晋期書信の書式をめぐって 
─上書きと冒頭部分を中心に─」が、楼蘭出
土魏晋期書信の冒頭部分の書式を整理・検討
して分類するとともに、上書きと書信との関
係を再検討した。 
(4) 石刻史料について、2008 年 9 月に海外
共同研究者等を招聘して国際学術シンポジ
ウム「魏晋南北朝史と石刻史料研究の新展開 
─魏晋南北朝史像の再構築に向けて─」を開
催し、石刻史料を用いた研究成果を報告して
討議した。更に、シンポジウムでの報告を中
心に、石刻史料を用いた研究をとりまとめ、
科研報告書別冊『魏晋南北朝史と石刻史料研
究の新展開 ─魏晋南北朝史像の再構築に
向けて─』を編集・印刷した。その結果、以
下の成果を得た。 
① 窪添慶文「墓誌の起源とその定型化」は、

後漢・西晋の墓碑・墓誌から始めて、南
朝・北朝墓誌を対象として、墓誌の記載
内容と記載順序を重視しながら、墓誌の
起源とその定型化の過程を明らかにし
た。 

② 葭森健介「魏晋の頌徳碑に関する覚書」
は、魏晋期の頌徳碑について、正史に残
る立碑関係史料をもとに、漢碑と比較し
ながら、その概要と特徴を整理・分析し
た。 

③ 福原啓郎「晋辟雍碑の再検討 ─碑陰題
名の分析を中心として─」は、西晋辟雍
碑について、碑陰の題名の分析・検討を
中心に歴史的意義を再検討した。 



 

 

④ 中村圭爾「両晋南朝墓誌と公文書」は、
両晋南朝期の墓誌と公文書との関係を
明らかにした。 

⑤ 海外共同研究者の李凭「从北魏平城時代
的一批墓銘看京畿移民的社会地位与思想
感情」は、大同市周辺新出の石刻史料等
をもとに北魏平城時期の移民社会の地位
と思想感情を明らかにした。 

⑥ 特別参加の趙水森（洛陽師範学院図書館
長）「洛陽出土魏晋南北朝墓志的発現収蔵
与著録研究」は、洛陽出土魏晋南北朝墓
誌の発見・収蔵と著録・研究状況を明示
した。 

⑦ 海外共同研究者の朴漢済「魏晋南北朝時
期墓葬習俗的変化与墓誌銘的流行」は、
魏晋南北朝時期の墓葬習俗の変化と墓誌
銘の流行との関連を明らかにした。 

⑧ 窪添慶文「正史と墓誌 ─北魏墓誌の官
歴記載を中心に─」は、北魏墓誌の官歴
記載を中心に正史と墓誌との関係を総
合的に論じ、その関係や墓誌の官歴記載
の信頼性を明らかにした。 

⑨ 科研報告書別冊掲載の成果以外にも、關
尾史郎が「『五胡』時代の墓誌とその周
辺」を公刊し、「五胡」時代の墓誌の実
例を整理してその特質を確認した上で、
各種埋納文物を検討し、墓誌との異同を
明らかにした。 

(5) 上述の国際学術シンポジウムは、魏晋
南北朝史と石刻史料に関する本格的なシン
ポジウムとして注目を集めるとともに、好評
を得、シンポジウム予稿集や『魏晋南北朝墓
誌人名地名索引』、科研報告書別冊は、国内
外の研究者等から寄贈要請を受けている。 
(6) 魏晋南北史像の再構築という最終目的
に到達できず、個別実証研究の集積という誹
りを免れないかも知れないが、石刻史料を中
心とした共同研究は、魏晋南北史像の再構築
に向けて大きな成果を挙げたと判断される。
また、簡牘史料に関するデータ・ベースや研
究成果も、今後の研究の進展に寄与するはず
である。総じて、魏晋南北史像再構築のため
の基礎を確立したと判断される。 
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立正史学会大会、2008 年 5 月 31 日、立
正大学 

⑥ 福原啓郎｢賈謐の二十四友をめぐる二三
の問題｣六朝学術学会第十七回例会、2008
年 3 月 15 日、二松学舎大学 

⑦ 伊藤敏雄「郴州出土簡牘について」長沙
呉簡研究会例会、2008 年 2 月 16 日、日
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